
気
星
回
毎
ヌ
月
二

T
-
冒
軍
=
一
再
輯
僅
白
軒
高
専
《
M
W
月
二
四

-
H昌
司
円
)

含苧混戦時大喝橋戸京

LゴヨrillB召-- ~弓二主主J'..才子電車量日

品目副

官

吏

の

俸

給

・

・

・

・

・

・

・

法

泉

博

士

神

戸

魚

食

論

・

・

・

・

-

-

-

-

-

Z
三
博
士
財
部

統

計

系

列

論

に

於

け

る

一

課

題

・

-

綴

君

主

峰

川

脇

町

論

酬

軍
事
費
の
支
排
方
法
・
・
・
・
・
経
済
問
中
博
士
沙
見

令
一
科
禁
殺
の
抗
替
相
場
ド
ド

4
M
1
m
鼎

士

山

甘

口

日

山

内

九

紀
州
家
名
目
金
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
経
済
準
士
菅
野
和
太
郎

長

期

景

気

波

動

ご

世

界

恐

慌

・

経

済

畢

士

柴

田

'

敬

助
郷
制
度
に
就
い
て
・
・
・
・
・
・
・
縄
湾
事
士
黒
羽
兵
治
郎

鵠

聞

神

何

世
界
不
抵
当
法
園
際
貸
付
銀
行
案
・
・
-
押
せ

Z+士
松

岡

印
度
鎖
道
の
世
界
的
地
位
に
就
て
・
・
・
経
済
撃
士
金
持

世
界
経
済
論
の
封
立
に
就
て
・
・
・
・
・
柑
主
主
牢
士
名
和

附

鋒

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

禁

噂

叢

載虎 静 正

三 治 雄E芳l耳目

統一孝

一郎児



恥
掛
摂
主

f
t
z
s
R
4
6
3
p

印
度
域
活
の
世
界
的
地
位
に
就
て

金

持

良11

t立

し

き

;!)， 

漏
宋
問
題
と
印
度
問
題
と
は
現
代
品
川
昇
の
二
大
楠
民
地
問
題
で
あ

る
。
一
は
勢
力
錨
闘
を
ぽ
保
護
国
家
に
迄
至
ら
し
み
ん
と
し
、
他
は

筒
立
の
承
認
は
和
λ
か
ド
ミ

z

オ
ン
的
地
位
。
取
認
を
さ
~
簿
惜
ナ

る
。
一
は
結
合
の
過
程
を
辿
り
他
は
分
離
白
過
程
に
入
ら
ん
ー
と
す
る
。

其
白
行
き
方
は
全
〈
遜
で
あ
る
が
w

均
し
〈
現
伐
の
二
大
積
民
国
家

に
課
せ
ら
れ
た
る
問
題
た
る
に
相
違
は
な
〈
、
其
は
多
か
札
少
か
れ

他
白
植
民
圃
家
白
営
面
せ
る
主
要
植
民
地
問
題
の
最
も
典
型
的
な
る

事
例
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

近
時
叩
皮
の
濁
立
問
題
に
閥
す
る
報
道
の
惇
へ
ら
る
L

も
四
あ
る

が
、
そ
の
政
治
的
経
械
情
的
組
織
に
閥
ず
る
研
究
の
欧
文
女
献
に
塑
宮

な
る
に
反
L
、
木
邦
に
減
介
さ
る
込
も
の
殆
ん

E
な
〈
、
従
ワ
て
之
等

組
織
の
務
属
白
基
礎
の
一
を
な
す
べ
告
一
叩
度
目
一
裁
選
に
関
す
る
絡
介

も
亦
絶
無
の
状
漫
に
在
る
。
而
も
叩
皮
銭
遣
の
竣
展
を
知
る
は
、
一

凶
印
度
産
業
費
民
の
理
解
へ
の
、
従
っ
て
叉
今
日
の
錨
立
問
題
の
基

礎
山
理
解
へ
の
、
一
的
手
が
か
り
を
輿
へ
る
と
考
へ
る
ο
カ
ル
カ
ヴ

タ
の
サ
l
カ

1
教
授
(
出
宍
ヱ
ロ
子
ヨ
)
の
論
文
(
乙
)-m
，dm
一Z
Z
P

叩
皮
鍛
造
の
府
一
界
的
地
位
に
就
て

Erhd「
ニ
ス
]
百
}
凶
作
品

η=一
三
】
目

ιの『

EF--uわ
}
戸
内
ロ
何
一
ゲ
行

E
V
E
-
3
2
M
E】
同
自
由
『
ロ

dnE

A

一
ミ
E
Z
E三
5
巴
乙
何
回
目

E
t
-
-
r
F
I
-
-
h
=
m
o
E
E巴
mm
司

Z
E
m
z
m
n
r
主

主
わ
一
三
三
-
N
T
Z円

E
V
Zヨ
・
)
は
極
め
て
輪
廓
的
で
は
あ
る
が
、

一
の
文
化
的
施
設
と
し
て
の
一
|
l
従
う
て
柵
民
地
鍛
道
た
る
の
一
一
聞

は
係
よ
コ
臆
さ
れ
て
ゐ
な
い
が

|
i印
庶
鍛
迭
の
世
界
的
地
位
を
知

る
に
往
す
G

所
あ
る
べ
者
、
を
思
ひ
こ
ふ
に
紹
介
す
る
こ
と
λ

し
た
。

印
度
の
鋪
道
は
一
八
五
三
年
の
開
設
に
係
り
、

首
初
は
軍
事

;
[
]
-
L
-
4
t

，、

ー
に
巨
が
を
じ

t
f
J
Zさ
が

F
V

女
、

411t 
嵯1

3Al 
(1) 

I~f 
lí-\~ 

八
七

O
l八
0
年

代

1
lを
経
、
夏
に
一
方
飢
箆
救
済
の
目
的

を
以
て
撰
張
さ
れ
、
今
日
に
於
て
は
印
度
最
大
の
企
業
を
成
し

て
ゐ
る
。

そ
の
経
替
の
大
き
さ
は
印
度
全
新
興
産
業
の
其
を
超

え
る
。
今
大
曜
の
輪
・
泌
を
一
不
す
ぺ
き
二
一
二
の
計
数
を
禦
ぐ
れ
ば
、

一
九
一
一
六
|
二
七
年
の
従
業
員
数
は
七
七
寓
一
一
-
千
人
、
翌
年
は

八

O
高
人
を
梢
々
出
て
居
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
新
興
産
業
の

一
九
二
六
年
の
従
業
員
数
は
、
棉
糸
布
工
業
の
一
一
一
八
高
四
千
人
、

寅
航
工
業
の
三
三
寓
四
千
人
、
羊
毛
工
業
の
八
千
七
百
人
。
削

ち
之
等
全
却
を
合
す
る
も
命
鍋
道
従
業
員
数
に
遥
か
に
及
ぼ
な

い
の
で
あ
る
。
梯
込
資
本
金
の
比
較
に
就
て
も
次
の
一
如
き
表
を

第
三
十
四
巻

第

務

六

O
五

四

K. V. Iyer; Indb.n Railw立ys.p. 7. 



印
度
餓
遁
の
世
界
的
地
位
に
就
て

得
る
で
あ
ら
う
。
(
一
九
二
六
|
ニ
七
年
)
苛

挽
込
資
本
金

て

餓

二

、

黄

麻

業

=
一
、
棉
糸
布
工
業
(
日
刊
一
掃
作
ハ
ヰ
4
1
一崎町一回昭一円)

問
、
羊
毛
、
絹
糸
、
大
麻
工
業

五

、

炭

坑

業

六
、
捕
刷
業
及
探
石
集

(
百
高
情
比

七
、
八
八
七

道

工

(
苛
肱
不
明
町
六
曾
融
を
胎
く

二
三
五

四
六
OO O 

{採
A

官
主
は
除
く
)

九
九

印
度
餓
道
の
叩
度
経
済
上
に
於
け
る
意
義
は
、
上
記
の
計
数

れ
加
(
て
w

事
前
側
町
民
忍
び
印
W
E
恥
断
固
む
諾
産
業
五
五
三
五
個

の
株
式
企
業
の
全
資
本
金
額
を
合
計
す
る
も
向
、
僅
か
に
二
七

億
六
千
高
官
比
、
即
ち
銑
道
投
資
の
三
五
%
に
過
ぎ
ざ
る
を
見

れ
ば
、

ヨ
リ
一
居
明
ら
か
と
友
る
で
あ
ら
う
。

印
度
は
貫
に
世
界
に
於
け
る
最
大
鶴
道
闘
の
一
で
あ
る
。
そ

の
哩
教
は
濠
洲
の
其
よ
り
も
、
全
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
共
よ
り
も

大
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
全
餓
道
延
長
の
四
五
・
七
%
を
占
め

る
。
延
長
哩
教
に
於
て
は
、
僅
か
に
北
米
合
衆
固
と
加
奈
陀
の

二
闘
に
劣
る
の
み
。
左
の
主
要
列
圃
錨
道
延
長
哩
数
の
表
を
参

照
せ
よ
。

北
米
金
弔
問
問
1
)

(
千
軒

四

O

一

-
L
P

、
可
J
F
/

露

国
(
敵
測
)
(
F
Q
)

第
三
十
四
巻

六
O
六

力日

奈

陀
(

2

)

度
(
日
)

逸
(

4

)

六
五

1萄 印

~ノ、主i
y、

1::日
度

Sarkar 氏前掲論文上 P 。以下 Sarkar 氏論J立よ~ 51用の統計に就ては-k出
庭を記入せず。
園名目下のアラピヤ数字は世界鍛造界に於りる順位を示す。以下の諸表同然。
International Statistical Year品ook，1929 よP。呂田l日 r氏白星島cる底とは米
傍に闘し多少異る。

第

披

四

大仰
フr-、

ーリ

九 テ

王英三更
l15 iJ G 
-、.〆、・〆、-'
ノ、
年日附
)ー，ーニ問

ノ、 ιユニプ.

関

日

す
る
。

印
度
は
斯
る
商
品
に
就
て
、

こ
の
輯
道
延
長
粁
裁
は
鍛
道
材
料
の

E
大
な
る
購
買
を
暗
示

略
々
支
那
の
五
倍
、

日
本

の
=
一
・
三
倍
、

伊
太
利
の
三
倍
の
購
買
者
と
見
ら
れ
る
“

銭
道
材
料
の
問
題
は
、
軍
に
印
度
工
業
の
み
な
ら
司
ヂ
、
世
界
奨

ホ
正
義
一
日
制
劃
K
A」
り
て
重
要
た
る
意
義
を
持
り
と
言
ふ
べ
き
で

あ
る
o
次
の
計
数
は
夏
に
之
を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
で
あ
ら
う
。

列
闘
機
関
車
所
有
量

北
米
合
衆
国
(

1

)

六
三
六

濁

逸

(
0
4
)

二
六
五

大
プ
り
テ
ン
(
3
〉

傍

西

(

4

)

四
O 

蘭

二

O
九

(
単
位
百
輔
V

露
闘
(
欧
豆
合
計
)

(

5

)

一一一丸

印

皮

(

G

)

一O
一

奈

陀

(

7

)

五
七

本
(
お
)
一
一
了
九

(
一
九
二
五

l
二
穴
年
)

カ日日

列
圃
客
車
所
有
量
(
単
位
百
麟
)

濁

透

(

1

)

六
三
五
露
国
(
欧
監
合
計
X
6
)
二
九
四

北
米
合
衆
国
(
2
〉
五
七
O

印

度

(

6

)

ニ
O
四

大
プ
リ
テ
ン
(

3

)

五一

O

木
(

8

)

一o=一

偽

商

(

4

)

三

五

四

(

一

九

二

五

l
二
六
年
)

蘭

日

4時

，特

2) 



列
圃
貨
物
車
所
有
量
(
単
位
百
輔
)

北
米
合
衆
園
(

1

)

二
回
、
一
五
O

露
圃
(
猷
豆
計
)

(

b

)

四
、
四
九
五

大
プ

F
テ

y
(
2
)

七
、
二
O
O

印

度

(

8

V

ニ
二
二
三
九

猫

逸

(

3

)

六
、
九
二
O

加

奈

陀

(

7

)

て
五
九
一

傍

蘭

西

(
4
〉
六
、
九
二

O

日

本

(

U

)

五
九
六

(
一
九
二
五
|
二
六
年
)

印
度
は
機
闘
車
・
貨
車
・
客
車
教
に
於
て
何
れ
も
第
六
位
に
あ

る
。
之
等
鶴
道
運
輸
設
備
に
針
す
る
年
々
の
需
要
は
一
九
二
七

L
A

「
日
前
倒
北
村
間
約
比
政
白

l
二
八
年
に
は
七
千
三
百
両
留
比
に
遣
し
て
居
る
。

ぬ
見
λ

拾
〉
」
、
仏

il--庄
司
け
レ
ド
工
下
司

正ん人
F
E
V
-
-ノ
ニ
?
寸
勺
『

l
yト
ぷ

L
L
J
I
Iり
L
b

そ
の
う
ち

よ
り
の
輪
入
で
あ
る
。
而
も
之
等
蓮
柑
開
設
備
は
、
錦
遁
所
用
全

材
料
の
一
部
分
に
過
ぎ
ぬ
。
全
材
料
の
購
入
は
一
九
二
六
|

七
年
に
就
て
貨
に
二
億
八
千
寓
留
比
、
翌
年
に
は
三
億
六
千
高

留
比
に
建
す
る
。
失
表
は
之
等
鋭
道
材
料
の
外
岡
産
業
へ
の
依

存
牲
を
明
ら
か
に
す
る
で
あ
ら
う
。

材

料

車

輔

道
具
及
貯
蔵
品

軌

傑
電

気

装

置

建
物
、
停
車
場
材
料
及
概

輸

入

(
百
育
研
比
}

三
九
・
六

三
八
・

o

一一一二一一

一
五
・
四

四;;;

?主計
九些

π苦闘
?喜産
ーー比五b

一八・六

七
六
・
六

五四・
O

六六・=一

0
・四

一
五
・
八

ム

ノ、

一一・五

-、
J

、

一
ノ
ー
」
ノ

印
度
銭
道
。
世
界
的
地
位
に
就
で

橋

祭

製
作
場
機
械
運
鞠
手
設
備

其

他合

計

五
-
O

-
ー

了
七

一0
・七

r、-
4 五四
二2 凹ふ

六九九

七八四一
年 O 入一、J。且
り三九八

一
二
五
・
凹

一
九
二
二
年
に
印
度
商
品
局
(
〈

O
H
S
g
z
&
g同
)
な
る
も
の

が
設
置
さ
れ
、
印
皮
製
品
の
使
用
を
奨
帥
し
て
居
る
が
、

:h 

二
六

i
二
七
年
に
就
て
見
れ
ば
、
全
鋪
道
材
料
の
四
五
%
、
翌

年
に
は
寅
に
五
七
%
を
輸
入
に
仰
い
で
居
る
。

U) 
;~ 
~~， 

CL.. 

a 
rコ
~T 

即
ち
印
度
「
自
身
」
の
産
業
を
起
さ
ん
と
す
る
者
に
と
っ
て
は
、

金
属
工
業
の
と
り
方
面
に
豊
か
た
開
愛
の
徐
地
が
出
向
さ
れ
て
居

る
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

一
九
二
八
年
末
に
は
、
印
度
に
六
八
の
舗
道
が
あ
り
、
そ
の
延

長
は
三
九
、
七
一
一
一
英
哩
に
及
ぶ
。
之
等
を
軌
幅
に
従
っ
て
分
類

す
る
時
は
↓
康
軌
(
五
呪
六
吋
)
二
メ
ー
ト
ル
軌
眠
(
一
米
、
邸

三
呪
三
=
弓
吋
)
一
一
一
狭
酔
(
二
呪
六
吋
叉
は
二
択
)
と
な
し
得
る

が
、
行
政
目
的
の
便
宜
上
通
例
之
を
突
の
三
階
級
に
分
つ

om第

一
級
線
(
庚
軌
の
全
部
及
米
軌
幅
の
八
七
%
三
三
、
九
九
O
哩》

第
三
十
四
巻

第

罰Z

四

六

O
七

Indi叩 YearBook 1928. p. 644より。[苫;他Jの項目には石炭、鏡石、石灰、
砂利等を含むm

Statlstlcal AI，str.ct For British lndia. 1930.によれI:f一九二八年末の康軌は
一九五八五哩、米軌隔は一六二五五哩、を地執は三八七二目里。

3) 

4) 



印
度
銭
道
む
陪
芥
的
地
位
に
就
て

を
合
む
)
、
町
第
二
級
総
(
崎
伐
の
米
軌
似
の
大
部
分
ム
」
二
J

ニの

狭
軌
を
合
む
ゴ
山
第
一
一
一
級
線
へ
狭
軌
の
大
部
分
と
米
軌
幅
の
一

部
分
を
含
む
)
。
之
等
三
階
級
糾
酬
の
延
長
を
示
せ
ば
突
の
如
し
。

第第第

級級級

一
止
、
五
八
七
哩

一
一
、
九
五
三
昭

一
二
七
一
哩

t~a 線線

一一

第
一
級
線
は
叉
投

F
資
本
に
叫
制
し
て
も
印
度
鍛
道
の
脊
髄
を

zt-4h-3λ
日
T
E
a

l

A

J

w

h

j

《

山

1γ
し

F
I
I
一J
r

第第

一
級級級

(
一
五
舎
赴
)

(
一
六
合
祉
)

(
=
一
七
舎
枇
)

七

二五
五一八昔。0:".
訂正

第

線線線

こ
の
表
は
叉
企
業
集
中
の
大
な
る
程
度
を
ば
一
示
す
も
の
で
あ

る。
印
度
鱗
道
は
所
有
と
経
営
と
に
闘
し
特
有
の
形
態
を
取
る
。

先
づ
次
の
二
種
の
線
が
事
在
す
る
。
ト
官
腐
の
所
有
と
経
替
の

下
に
あ
る
も
の
、
即
ち
完
全
に
岡
有
化
さ
れ
た
る
官
有
続
叉
は

固
有
娘
、
E
S
E宮
町
口
)
。
二
品
目
祉
の
所
有
と
経
替
の
下
に
あ
る
も

の
、
即
ち
完
全
友
る
私
有
線
。
此
の
雨
桜
に
至
る
中
間
的
形
態

が
多
，
H

存
す
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
即
ち
官
目
艇
の
保
障
を
受
〈

第
三
十
問
答

パ
O
凡

t
K
M
J
-
品
L
F

・

弘

同

/

一

肌

訓
4

-
問
凹

る
も
の
、
援
助
を
受
ぐ
ら
も
の
、
一
度
に
父
他
の
曾
枇
の
竹
型
の

下
に
あ
る
も
の
等
々
。
而
し
て
印
広
銑
道
の
特
色
は
、
杭
即
位
に

関
し
て
は
大
部
分
が
私
立
曾
枇
の
下
に
置
か
れ
、
川
い
行
に
関
し

て
は
官
聴
が
造
に
大
な
る
勢
力
を
持
つ
こ
と
で
あ
か
。
印
ち
官

胞
は
そ
の
所
有
餓
道
の
甚
大
な
る
部
分
を
舎
川
の
経
営
に
委
任

ず
る
。
今
と
の
関
係
を
計
教
に
依
で
一
不
す
。

~f:r 

品d:lf't¥ 

所

「

刊

)

市
弘
、
川
ゴ

一

/
F
-
一
/

一
一
、
二
八
五

二
九

μ

.1: 右

E

事自

1

J

小

仇

事
「

附

)

4

礼
、
八
六
七
川
引
の
〆

二
一
一
一
、
八
四
四
六
O
V
F

(
一
九
二
七

l
二
八
年
)

合資
本
投
下
の
割
合
を
同
時
期
に
就
て
求
む
れ
ば
、
印
度
会
一
餓

道
資
本
金
八
、
二
二
八
百
持
留
比
中
、

官
有
線
は
八
八
%
を
占

む
る
の
で
あ
る
。

と
の
割
合
は
年
々
数
百
哩
の
新
棋
の
開
通
に
よ
り
不
断
の
費

化
を
受
け
て
居
る
が
、
大
陸
に
於
て
、
所
有
及
経
替
の
南
者
に

制
し
、
官
鹿
勢
力
の
不
断
の
増
進
を
宥
取
し
得
る
。

年
に
は
ピ
ル
?
段
道
曾
祉
が
印
度
政
府
に
譲
受
さ
れ
た
。
近
き

一
九
二
九

附
附
来
に
ア
ッ
サ
ム
・
ベ
ン
ガ
ル
餓
道
を
曾
祉
経
替
よ
り
政
府
経
替

に
移
さ
ん
と
す
る
の
動
議
が
貫
現
を
見
る
践
に
は
、
印
度
鋪
道

Rai!way Vear Book for '929・は線i投入に就で王百高留比以上、百禽曾比以
よ、百高留比以下の三階級に分ち夫々、十五曾社、十四含量士、二六曾祉を象
げて居る。 (p.238) 
との特色ある印度餓道経瞥の問題に関しでは欝々論議がなされ委員舎の任命
に依ワて調査が行はれてゐるー-K.V. Iyer， ibid. p. 52 ff， 

5) 

6) 



に
於
け
る
官
，
脈
経
替
の
分
野
は
夏
K
横
大
す
る
で
あ
-
旬
、
っ
。

?
ぷ
有
制
度
を
安
達
せ
し
め
て
居
る
。

世
界
餓
遊
間
外
に
於
て
は
、
大
プ
リ
一
ア
ン
及
北
米
合
衆
国
が
も

L

も
の
に
プ
ル
ガ
リ
7
.
リ
ツ
ア
ニ
ア
、
新
聞
蘭
及
露
闘
が
あ
る
。

乙
の
反
針
の
極
に
立
つ

之
助
刊
す
に
於
て
は
観
遣
の
全
部
が
岡
有
に
し
て
間
家
経
替
で
あ

る
。
乙
の
雨
極
を
除
u
り
ぽ
、
所
有
及
経
替
に
開
し
、
曾
枇
及
同

を
看
取
し
得
る
。
鈍
道
の
存
ず
る
底
、

家
(
叉
は
州
)
の
介
入
の
様
々
左
る
程
度
の
中
間
的
形
態
の
存
在

と
の
混
合
的
形
態
は
最

も
支
配
的
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
令
、
所
有
の
み
に
闘
し
、
岡

闘
の
鶴
道
延
長
粁
教
に
就
て
見
ゃ
う
。

家
及
舎
祉
の
鶴
道
に
於
け
る
勢
力
を
ぽ
、
最
も
代
表
的
た
る
諸

類

i)IJ 
額

-ー-~、

端了
国

名
西抹

第第

キ類
/ーー~ー、

印日現

第
三
類
一
日

萄蘭

一一国

九四警
四七.-.，rJl

二二江宥

一一舎
二〉社

主三へ所
九::Itt!'有

度木主主

五
=
一
、
大
ニ
三

二
ニ
、
三
九
O

四
五
、
七
四
九

四
、
五
五
九

五
、
五
四
七

一
八
、
一
穴
コ

e

牙西

一
一
、
一
八
五，向、

九三

上、、

き呪完
五七

叩
度
餓
道
白
山
世
昇
的
地
位
に
就
て

第
一
知
は
凶
有
と
私
有
と
が
相
伯
仲
す
る
も
の
、
第
二
類
は

は

園

長

岡
有
(
叉
は
州
有
)
制
皮
が
稜
建
せ
る
も
の
、
第
三
類
は
私
有
制
圏
降
業

道

以

従

皮
が
受
注
せ
る
も
の
で
あ
る
。

a

銭

年

求

。

七

年

印
度
の
民
族
主
義
者
は
と
の
闘
有
刷
出
雲
ば
窮
一
献
に
迄
徹
底
耐
ド
司

せ
し
め
ん
と
努
力
し
て
居
る

o
p
F
P『
氏
は
一
言
ふ
、
印
度
に
し
猷
↑
戸

其

牙

程

て
ヨ
リ
大
な
る
自
由
を
獲
得
す
る
た
ら
ぽ
不
営
の
高
俸
給
を
ド
萄
ぽ
血

ン

葡

れ

混

受
〈
る
外
同
人
職
員
を
ぼ
印
度
鍋
道
よ
り
品
川
免
し
、
印
度
蝕
遁
ヲ
。
よ
は

y

り

て

司

A
F

の
管
理
を
印
度
人
自
身
の
手
に
掌
揮
し
、
経
済
原
則
に
従
つ

τ
イ

よ

り

礼

フ

"

Z

屋

川
的
ぽ
議
的
に
汁
ぺ
内
定
務
官
途
行
し
川
河
み
に
川
一
石
…

:Jら
う

仏

閣
r

パ
消

と
。
併
し
と
の
鍛
道
の

E
bは
仲
々
容
易
で
は
あ
る
ま
い
。
蜘
炉
問
蜘

コ
ー
ル

(E司
)
の
報
止
足
茶
・
3
4
.

印
度
政
府
は
審
議
の
上
一
九
二
帆
日
胤
九

商
事

e

-

r
£目・

五
年

nrpZL言
明
一
に
鍋
遣
準
校

3
4
Z
F一-
2
1
F
E
Z
n
r
g
}
J
y
ι
l
r

脇

凶

日

何

人

。
「
吋
沼
口
回
目
M
O
H
Z
Eロ
)
を
建
設
し
た
が
、
之
は
僅
か
に
下
級
事
務
諒
パ
ゃ
い
け
洲

)

J

U

-

-

£
骨
肌

員
と
し
て
の
印
度
人
の
技
術
養
成
機
闘
た
る
に
過
ぎ
た
叫
。
引
刷
。
印
刷
町
一
刑

太
る
l

'

d

A

更
に
突
の
事
資
に
注
目
し
ゃ
う
。
蛍
初
の
四
十
五
年
間
、
印
浅
川
」
い
あ
哨

ち
一
八
九
九
年
中
語
、
園
髄
私
韓
共
に
快
損
を
観
け
て
来
た
の
一
諸
問
や
は

で
あ
る
が
、
同
年
以
後
(
一
九
O
八
1
0九
年
及
一
九
二

O
l
二
一
伊
第
h
有
K
枇
越

年
を
除
〈
)
は
、
年
々
多
少
共
見
る
べ
き
利
径
を
事
げ
て
居
る
の

第
三
十
四
巻

第

務

大

O
九

四
五

7) 

8) 
9) 



印
度
銭
遣
の
世
界
的
地
位
に
就
て

で
あ
る
。
今
、
固
有
錨
道
と
印
度
全
錨
道
と
の
利
潤
を
封
比
す

れ
ば
弐
の
如
〈
で
あ
る
。

利全会

会

鍛

造

園

右

鍛

造

A

十

奇

官

比

)

(

十

苛

官

比

)

八
一
一
二
一
八
六
七
一
一
、
八
八
八

コ

一

九

七

二

八

四

五
・
五
八

μ

五
・
問
。

μ

へ
一
九
二
七
ー
一
一
八
年
)

i間利資

壬It1医I木

一
九
二
一
一
年
と
同
二
七
年
と
を
比
較
す
れ
ば
、
線
収
入
に
制

す
る
鰍
玄
阻
む
割
合
は

h

士
大
・
ホ
一
二
%
か
ら
六
一
・
八
八
%
に

減
少
し
、
従
っ
て
利
潤
卒
は
同
期
聞
に
三
二
二
八
%
か
ら
五
・
四

七
%
に
上
昇
し
て
居
る
。
此
傾
向
は
、
殆
ん
ど
例
外
注
〈
各
別

の
舗
道
に
営
絞
る
庭
で
あ
る
。

一
般
的
な
平
均
的
利
潤
卒
卸
ち
五
・
四
七
%
以
上
の
利
潤
率

を
示
せ
る
も
の
は
私
織
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
印
度
銭
這
の
祉

曾
化
的
傾
向
は
、
上
の
計
数
を
以
て
し
て
は
、
経
済
性
叉
は
管

理
能
力
に
闘
す
る
限
り
、
有
利
及
結
論
へ
導
か
ざ
る
や
に
見
え

る
。
錨
遣
は
、
印
度
の
揚
合
に
於
で
は
、

し
て
最
も
設
展
す
る
が
に
見
え
る
。
此
事
を
今
少
し
〈
考
察
し

一
見
、
私
的
企
業
企

て
み
や
う
。

第
三
十
四
巻

第

宮虎

一
四
六

ノ、

O 

印
度
鋪
道
に
関
す
る
棋
本
問
題
は
、
印
度
餓
道
に
附
随
す
る

一
の
特
殊
性
に
踊
着
す
る
。
即
ち
印
度
に
於
け
る
舎
一
位
鍋
遣
が

す
ぺ
て
外
闘
の
錨
道
た
る
事
、
換
言
す
れ
ば
植
民
地
蛾
道
た
る

事
に
軒
量
一
泊
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
曾
一
枇
経
営
と
い
ふ
方
47
ゴ
リ

ー
の
下
で
は
、
軍
に
「
自
由
」
と
か
「
私
的
し
と
か
い
ふ
事
の
外
に
、

p
-
r
R
尽
に
よ
れ
ば
、
同
時
に
外
闘
の
支
配
及
搾
取
と
い
ふ
市
中

を
考
へ
得
る
と
い
弘
山
。
犬
放
に
、
叩
反
民
族
主
義
者
の
見
解
に

於
て
β
、
針
遥
の
外
岡
支
配
か
ら
の
、
叉
外
国
所
有
か
ら
の
解

放
は
、
企
業
の
自
由
や
私
人
の
イ
ニ
シ
ア
チ
グ
や
自
由
放
任
等

に
針
す
る
公
有
、
政
府
の
介
入
、
岡
家
一
舵
曾
主
義
等
々
の
問
題

で
は
友
〈
し
て
、
暗
号
ろ
直
接
に
外
国
即
英
国
の
支
配
及
潤
裁
か

ら
の
解
放
へ
の
強
固
底
地
盤
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
居
る
。

鍛
遊
園
有
化
の
方
面
は
前
世
紀
の
最
後
の
二
十
五
年
間
に
よ

〈
褒
達
し
た
。
然
る
に
岡
家
経
畿
の
方
面
は
此
時
代
に
発
展
せ

十
、
今
世
紀
二
十
五
年
・
以
後
に
至
っ
て
、
漸
く
印
度
鍋
遁
組
織

に
於
け
る
そ
の
重
要
な
る
窓
義
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る。
一
方
叉
、
錨
道
の
圃
有
化
と
岡
家
管
迎
と
に
件
ひ
、
鋪
道
事



業
の
企
業
化
が
行
は
れ
つ
L
あ
る
。
そ
の
最
も
よ
き
模
徴
は
、

一
九
二
八
年
の
デ
リ

l
市
に
於
け
る
中
央
宣
健
局

(

(

U

巾
=
円

5
7

目
出
回
ゲ
一
即
日
目

{
E
Zゲ
出
『
中
)

の
設
置
で
あ
る
。

こ
L

で
映
査
を
作
成
し
、

鶴
道
・
衛
生
・
農
業
担
問
等
に
閲
す
る
立
俸
の
た
め
宣
偉
隊
を
汲

遣
す
る
。
倫
敦
二
九
二
八
年
)
と
紐
育
(
一
九
二
九
年
)
と
に
鶴

道
案
内
所
が
開
設
さ
れ
た
事
も
企
業
化
の
よ
き
謹
様
で
あ
る
。

一
九
二
四
年
以
来
の
帥
迫
曾
計
の

一
般
曾
計
よ
り
の
分
離
も

こ
の
傾
向
の
側
一
世
た
友
銀
の

:プ
3
3
0

-
r
L
令

1
h
q

日
川
肢
の
傾
向
は

悌
蘭
閥
、
伊
太
利
、
日
本
、
及
、
ぴ
ド

l
aス
案
下
の
狽
逸
に
も
見

ら
れ
た
。
斯
く
て
印
度
に
於
て
は
錨
道
牧
入
は
臨
枕
と
共
に
印

度
政
府
財
政
の
最
良
の
牧
入
源
の
一
を
成
し
、
年
々
略
と
六
千

寓
留
比
を
一
般
曾
計
に
繰
入
る
a
A

の
で
あ
る
。

印
度
輯
道
の
運
輸
欣
況
を
見
ゃ
う
。
印
度
は
旋
客
及
貨
物
輸

迭
に
就
て
も
世
界
の
最
大
鶴
道
闘
の
一
で
あ
る
。

先
づ
肱
容
に
闘
す
る
計
数
を
掲
げ
る
(
最
小
距
離
一
粁
以
上
白

乗
車
客
rc 
就
て
乗
車
延
ヰ千

五教
l且1;;: を
問f.T-示
)ナ
、J

蘭

西
(

4

)

_...~，--. 

r、(il
ー」学l

北
米
合
衆
国
(

l

)

OIl 

印
度
鍛
道
の
陛
芥
的
地
位
に
就
て

濁

木
〈
呂
)

露
図
(
欧
亘
計
X
6
)

二
一
一
七

逸
(

2

)

度
(
3
)

J

Z

J

 

m
E
」，
F

J

ノ

日

乗
車
符
数
t乙
方を
て

印
度
は
米
濁
tと
うと

ぐ。l~) __ 

:fL 
一旦

Fヒ一
年 11)二
、-- 一一・

四
:fL 

~p 貨
物
輸
送
に
於
け
る
印
度
舗
道
の
地
位
も
高
い
。
そ
の

運
輸
量
は
日
本
(
一
九
二
七
年
)
の
三
倍
、

伊
太
利
(
同
年
)

の
二
・
五
倍
丈
け
大
き
い
。

而
も
人
口
に
於
て
印
度
の

十
分
の
一
た
る
加
奈
陀
が
貨
物
輪
詮
に
就
て
印
度
の
路
、
、

品

A
9
r
今

川

引

1
内
l

J

?

J

十
l
川

町

二
申
書
、
【
ピ

t
』〈

t

ー
:
I
Z
一h
Z
5一
一
日
リ
川
コ
リ
同
日
俗

p?〉
F
b
h
h
H
-
~

n
f
p治
国
当
'
骨
ト

t
H
p
t
Fバ
M
b
L
訓
寸
ノ

な
る
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

今
列
闘
貨
物
輪
詮

且
里
一
の
計
教
を
一
不
さ
う
。

悌

西
(

5

)

「
偲
粁
」

四

O
五

「
池
宮
粁
)

北
米
合
衆
国
(

1

)

六
、
三

O
七

露
国
(
欧
亜
計
』
{
2
-

濁

逸

(

3

)

加

陀

(

4

)

蘭

度
(
6
〉

:
L
'
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一
ゴ
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八
一
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七
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四
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奈

日
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一七
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印
度
は
右
記
の
諸
統
計
に
於
で
何
れ
も
三
乃
至
六
位
忙

あ
る
。
併
乍
、

乙
の
事
は
直
に
、
産
業
的
商
業
的
に
、

く
て
叉
産
業
化
と
技
術
的
進
歩
の
見
地
よ
り
、
印
度
が
先
凹

第
三
十
四
巻

ム/、

~ 
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一
間
七
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印
川
銭
v
A
の
陛
界
的
地
位
に
就
て

進
闘
の
列
に
伍
す
る
の
結
論
を
誘
導
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と

の
た
め
に
は
向
、
織
道
外
の
諸
般
の
計
数
の
観
察
と
記
録
の
参

山
山
…
を
必
要
と
す
る
。
た
ピ
斯
る
術
交
へ
の
手
が
か
り
と
し
て
、

削
後
及
人
口
に
対
比
し
て
、
叉
諸
貨
物
の
生
産
数
量
に
針
比
し

で
、
供
道
設
速
の
程
度
を
巧
察
す
る
事
も
無
意
義
で
は
な
か
ら

ぅ
。
こ
L

で
は
前
者
を
見
ゃ
う
。
先
づ
一
九
二
五
年
に
就
て
人

日
制
り
鋭
、
迫
延
長
を
求
め
る
。

力日

奈

人.
I~ 

占何

不(i}
丸町i民

;宜
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1"" 
H 
明k

ン

「
粁
)

二
日

目寸
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プ
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P
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八
・
凶

:礎本

ニ
・
士ブL

J.js 

00  

j萄

斯
(
一
九
二
五
年
)

人
口
割
り
鶴
道
延
長
に
於
て
、
印
度
の
地
位
は
殆
ど
問
題
と

左
ら
ざ
る
程
低
い
。
印
度
の
下
位
に
立
つ
も
の
と
て
は
、
僅
に

比
律
賓
、
支
弟
、
波
新
の
諸
圏
、
邸
ち
産
業
未
護
法
叉
は
列
強

利
害
の
割
立
よ
り
し
て
、
鎮
道
の
敷
設
捗
々
し
か
ら
ぎ
る
間
五

の
両
朝
国
を
構
す
の
み
。
延
長
の
結
野
教
に
於
て
第
三
位
を
占
む

第
三
十
四
巻

~ノ、

~t 

披

1叫
/、

る
印
度
が
新
の
如
き
下
位
に
立
つ
は
、
産
業
禁
法
の
来
だ
普
遍

化
せ
ず
」
る
を
一
不
す
も
の
で
は
な
か
ら
う
か

Q

郎
ち
植
民
地
の
初

明
の
絞
済
政
遣
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
の
沿
岸
地
そ
の
他
冨
源

の
所
在
地
に
近
代
的
企
業
従
て
叉
銑
道
が
焚
達
し
、
全
地
域
は

向
、
低
度
の
叉
は
前
資
本
主
義
の
下
に
在
る
の
欣
館
山
を
一
不
す
も

る
一
一
脈
問
で
あ
ら
う
。

の
で
は
な
か
ら
う
か
。
人
口
鶴
多
も
無
論
こ
の
地
位
そ
結
果
す

μL
、

-4川川

1
1
ι

、rh
占

!
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~
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六

・

五

一
四
・
五
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・
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白
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1

働 腐大

フ

ア

ン西逸

繭

(
単
位
粁
)

へ
粁
)

本

間

・

五

北

米

合

衆

鴎

四

ニ

ニ

印

度

e

て
三

新

0
・0
一

(
一
九
二
五
年
)

日設

v、
。

印
反
動
遣
の
面
積
首
り
粁
数
に
於
け
る
地
位
は
極
め
て
低

;tL 
I主. 次

に
前
の
人
口
営
hv
粁
敢
に
就
で
印
度
を
諸
外
閣
と
比
較
す

北
米
合
衆
国
(
=
一
八
・

O
)
は
印
肢
(
て
九
)
む
こ

O
侍

傍

蔚

西

ご

ニ

・

O
)
は

岡

武

・

三

務



濁

実来実

九

・

二

)

は

同

問

・

八

倍

一
一
・
七
)
は
同
一
・
四
倍

一
・
九
)
は
支
那
(
0
・
一
一
一
)
の
大
・
三
倍

波
新
(
0
・
二
)
四
九
・
五
倍

日~~ 

扇]

上
記
諸
表
の
一
不
す
が
如
〈
、
強
固
相
互
の
間
に
も
、
師
道
紋

設
に
著
し
き
淫
庭
が
あ
る
@
従
て
、
畿
道
の
議
達
を
以
で
直
に

女
化
の
、
叉
は
産
業
化
の
程
度
を
云
鵠
す
る
は
危
険
で
あ
る
。
さ

れ
ば
人
口
営
れ
Y
.
面
積
嘗
り
の
髄
道
延
長
数
の
小
な
る
を
以
て
、

直
代
市
慌
の
だ
化
的
ぽ
草
川
山
小
併
の
低
位
を
噛
視
す
る
付
料
、
f
f

る
民
は
不
充
分
で
あ
石
が
、
現
代
世
界
経
済
の
一
般
的
傾
向
が

大
国
民
経
済
の
護
建
を
促
し
、
而
し
て
鶴
道
の
夜
連
が
此
勢
を

助
長
す
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
印
度
に
は
向
織
道
設
遣
の
大

な
る
徐
地
を
存
す
る
と
一
吉
ふ
ぺ
き
で
あ
る
。

四

，
次
に
日
本
と
印
度
と
の
師
道
波
注
の
欣
況
を
比
較
し
て
み
や

フ。
印
度
鍋
道
が
延
長
に
於
て
人
口
首
り
日
本
鋭
遺
延
長
の
共
に

迫
付
く
に
は
、

一
九
二
五
年
に
於

ζ

7凹
二
倍
に
増
大
せ
ね

ば
た
ら
ね
s

印
ち
骨
問
時
の
延
長
粁
数
六
二

.
0七
叫
が
八
七
.
一

印
度
鍛
造
の
世
界
的
地
位
に
就
て

• 

四
五
に
迄
設
展
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
の
蝕
道
水
準
は
高

い
と
は
(
一
日
へ
ね
。
而
も
印
度
が
此
の
地
位
に
接
地
す
る
事
は
|

F-rミ
氏
に
よ
れ
ば
l
i
1殆
ど
不
可
能
な
る
か
の
如
く
、
印
皮

に
於
て
は
何
等
賞
際
政
策
上
の
問
題
と
な
り
得
な
い
と
い
ふ
。

一
九
二
七

l
二
八
年
に
は
、
時
ξ

七
百
英
哩
(
て
一
二

O
粁
)

の
新
線
が
開
通
し
、
一
二
、
六
一
一
一

O
哩
(
五
、
八
O
八
粁
)
が
建
設
中
で

あ
っ
た
。
今
印
度
制
道
設
建
の
蓮
度
を
一
不
す
た
め
に
刊

九

一一五
a
k

二
九
二
ヒ
ド
つ
二
つ
つ
キ
出
E
杭
h
ヲ。

ー
;
:
〈
一
一

;
f
u
:
d
U
H
-
-
E
l
i
，

日
刊
ド
「
ご
阜
、

t

cur

，rz
わい
v
b
h
M
l
v
f

る
餓
道
延
長
を
比
較
す
れ
ぽ
突
の
知
ぐ
で
あ
る
a

六
コ
一
、
九
一
二
粁
(
一
九
二
七
)
は

五
五
、
七
七
四
粁
(
一
九
一
=
一
〉
由
一
-
一
三
倍

印
度
の
溌
建
は
到
底
日
本
の
惑
か
な
る
に
及
ぷ
ぺ
く
も
な

ぃ
。
雨
時
賦
に
於
け
る
日
本
餓
遣
の
護
達
を
見
れ
ば

一
八
、
七
五
九
粁
(
一
九
二
七
)
は

一
O
、六一

O
粁
(
一
丸
一
三
)
の
了
七
大
併

人
口
の
場
加
を
考
慮
に
入
る
れ
ば
、
印
度
に
於
て
は
一
九
一

一
一
一
年
と
一
九
二
七
年
と
で
は
餓
道
設
迷
の
割
合
は
、
人
口
噌
加

の
割
合
と
略
と
等
し
い
と
い
ふ
。
印
ち
開
訓
り
鋭
滋
延
長
に
は

大
関
増
減
は
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
日
本
に
於
て
は
、
と
の

第
三
十
四
容

ムノ、

!凡l

九

筑

豊E



• 

叩
皮
鍛
中
祉
の
世
田
介
的
地
位
に
就
て

同
時
瓢
に
就
で
、

了
二
倍
へ
の
人
口
取
加
を
認
め
得
る
に
劉

ち
1::1 
本織
に 3背

於I@;
可士 主主

はり

戸支
護は
→ 

5 七
二県 ノ、

麗佑
がに
.ζ!~ 
F 入己

)壬至
滑っ
加玉
江)己

主主主2
皮.

上

し

@p 

と
す
る
で
あ
ら
う
。
無
品
川
そ
の
問
、
日
本
舗
道
も
一
小
師
の
設
展

り
大
た
り
し
を
一
本
す
の
で
あ
る
。
従
て
日
本
館
道
の
一
地
位
に
迄
、

印
皮
餓
道
を
殻
展
せ
し
め
ん
に
は
、
向
後
絶
大
の
努
力
を
必
要

を
掛
け
る
で
あ
ら
う
。

山
川
伽
漁
法
晴
、
一
川
一
“
い
い
半
/
こ
比
「
一
土

〆

l
d
u
t

〆

:
J
-
J
、
l

]

l

印
度
(
三
五
八
億
噸
粁
)
H
日
本
(
一
一
一
五
億
噸
粁
)
の
一
-
-
七
倍

そ
の
面
積
と
人
口
と
俄
道
延
長
を
考
慮
す
れ
ば
こ
の
結
果
は

営
然
に
期
待
し
得
る
庭
で
あ
る
。
然
ら
ば
人
口
対
り
の
一
敢
に
就

て
は
知
何
。
一
九
二
七
年
の
印
皮
人
口
は
三
億
三
千
二
百
高
人
、

日
本
は
六
千
一
百
寓
人
(
内
地
)
。
之
よ
り
人
口
一
人
営
り
の
噸

粁
を
求
む
れ
ば
二

O
宅
一
と
一

O
八
の
計
教
を
得
る
。
従
て
火
の

式
が
成
立
つ
。

日
本
(
二

O
三
)
H
印
度
(
一

O
八
)
の
了
八
倍

同
年
の
全
人
口
(
日
本
は
内
地
こ
入
賞
り
の
肱
容
乗
車
粁
数

を
求
む
れ
ば
、
日
本
は
三
三
六
粁
、
印
度
は
一

O
五
粁
。
部
ち

第
三
十
四
谷

第
三
時
胤

ヨL
O 

ノ、

l月l

日
水
(
一
三
一
一
六
)
H
印
時
(
一

O
五
)
の
三
・
二
俳

依
て
貨
物
運
輸
長
の
其
以
上
に
共
の
差
の
著
し
き
事
を
知
り

得
る
の
で
あ
る
c

之
迄
は
鶴
道
延
長
、
貨
物
運
輸
量
、
放
客
来
車
距
離
に
闘
し
、

λ

園
(
一
九
一
一
七
)
H

A
困
(
一
丸
一
一
一
一
)
の
x
倍

λ

閥
(
一
九
二
七
)
f
h

R
同
(
一
九
二
じ
)
の

y
倍

の
ー
を
求
め
て
相
互
に
比
較
し
、
叉
?
を
求
め
て
来
た
の
で
あ
一

";，) 

;:i益

ー

へ

」

I

j

i

r

一

エ〆

l
ノ

I

i
h

九

1
J
I
l
-
-
1
J
f

-
A
J
Z
i
t
e
u元
刻

Z
K
院

[

λ

同
(
一
九
一
一
五
)
H
B
周
(

Z

)

と
L
A
R
K
夫
々
印
度
と
日
本
を
置
き
、
と
の
Z
(
紀
元
年
扱
)
を

求
め
や
ろ
。
然
る
時
は
、
日
本
は
一
九
一
一
一
一
年
に
於
て
内
地
人

口
五
千
三
百
高
人
、
餓
道
延
長
一

O
六
一

O
粁
、
即
ち
一
寓
人

首
り
て
九
粁
彰
一
有
し
て
居
た
。

と
の
教
は
正
に

一
九
二
石
川
年

の
印
度
の
共
に
営
る
。
邸
ち
印
度
鍛
遣
は
、
雨
闘
の
平
等
友
る

人
口
噌
加
の
仮
設
的
僚
件
の
ド
に
於
て
、
日
本
館
道
と
同
一
の

法
度
を
以
て
一
増
大
す
る
と
仮
定
す
る
も
、
日
本
錨
道
の
地
位
に

到
達
す
る
た
め
に
は
、
命
十
数
年
の
歳
月
を
要
す
る
と
一
一
日
へ
や

ぅ
。
同
様
に
極
〈
粗
雑
た
る
計
算
と
類
推
と
に
依
て
、
餓
道
に



於
け
る
印
度
の
地
位
は
、
濁
仰
に
比
し
、
的
中
十
世
紀
を
む
〈
れ

て
居
る
と
一
一
一
一
口
へ
る
の
で
は
左
か
ら
う
か
。

五

以
上
、
諸
翻
賭
よ
り
印
度
鍋
道
の
世
界
的
地
位
、
或
は
鏡
道

に
於
け
る
印
度
の
世
界
的
地
位
を
明
ら
か
左
ら
し
め
ん
と
努
め

た
。
無
論
、
統
計
の
園
際
的
比
較
に
於
て
は
.
調
査
時
明
、
調

志
乃
方
法
、
調
査
客
躍
の
定
義
の
不
同
等
に
よ
り
、
そ
の
比
較
の

結
県

κ
一
定
の
怠
味
を
附
ナ
ペ
く
相
訟
の
危
険
あ
る
事
を
同
党
悟

f
z
A
J
1
f
M
Z
b
Z
ハ。
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の
出
庭
を
明
示
せ
営
る
が
故
、
私
は
出
来
る
だ
け
他
の
統
計
喜

に
依
っ
て
計
教
を
確
め
ん
と
と
を
努
め
た
。
従
っ
て
以
上
研
究

の
結
果
の
安
営
牲
に
就
て
は
軽
々
に
過
信
を
許
さ
ピ
る
も
の
あ

る
が
、
大
慢
の
輪
廓
を
停
へ
る
に
は
大
過
な
か
ら
う
と
忠
ふ
。

(
昭
和
六
・
二
)

世
昇
経
済
論
昭
一
苛
立
に
一
就
て

第
三
十
四
血
管

六
一
五

第

貌

一
五
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